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研究成果の概要（和文）：　本研究は、匈奴、鮮卑、柔然、突厥、ウイグルがモンゴル高原で覇を称えていた時
期を対象に、大興安嶺北部両麓の考古学的諸文化の再検討と現地発掘調査を行い、各時代における地域集団の様
相と交渉関係、各国家からの影響の在り方、また次代への継承関係がどのようなものであったかを考古学的に提
示することを目的としたものである。
　研究の結果、当該地域の各時期の地域性と継承性、隣接地域間での交渉関係の一端を明らかにすることができ
た。またモンゴル東部での現地調査で、新規遺跡を多く発見できた。また発掘調査によって、匈奴の製鉄遺跡と
ウイグル可汗国の地方官衙の存在とその内容を明らかにできたことは大きな成果である。

研究成果の概要（英文）： This study aims to present archaeological aspects of the northern foot of 
Daxing'anling through a review of the archaeological cultures of the northern foot of Daxing'anling 
and field excavations during the period when the Xiongnu, Sunbei, Rouran, old Turk, and Uighur 
reigned on the Mongolian plateau.
　As a result of the research, we were able to clarify the regional and inheritance characteristics 
of each period in the region, as well as some aspects of the negotiation relationships among 
adjacent regions. In addition, field research in eastern Mongolia revealed many new archaeological 
sites. Especially, the excavation of the Xiongnu iron site and the Uyghur Kahan State's local 
government offices yielded many results.

研究分野：北東アジア考古学

キーワード： 大興安嶺　ウイグル可汗国　室韋　靺鞨　城郭

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　大興安嶺は、西部は草原性、北部及び東部は森林性となる生態系の境界である。当地域の歴史研究は、草原地
帯と森林地帯に分けられて研究されてきたが、両者は密接に連関して歴史展開を遂げている。本研究の成果は、
これまで等閑視されてきた草原－森林の東西交渉史に一定の意義を齎すものである。また当地域の歴史叙述は、
主に中国の史書を拠り所としてきた。その記録内容の重要性は疑いないが、分量が少なく、かつ中華思想の観点
から記載されたものである為、当時の社会の実態や集団関係の動態を知る上で十分ではない。考古学的手法によ
って導出された当地域の古代～中世の様相は、今後の当地域研究の基礎となるものと考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究当初の背景 

本研究は、大興安嶺北部両麓地域における集団の統合、瓦解、再編の過程と周辺国家からの影

響について、主に考古資料と史料の検討から、実証的に跡付けることを目的としたものである。

本研究開始当初の研究背景や具体的意義は以下の通りに設定した。 

（１）大興安嶺は、西部は草原性、北部及び東部は森林性となる生態系の境界である。この生

態系の差を反映し、前者では遊牧を、後者では狩猟採集農耕を基盤とする諸集団が形成されてき

た。一方、境界域であるが故に、異なる生業集団間での交渉が行われる窓口ともなってきた。当

地域の歴史研究は、草原地帯と森林地帯に分けられて研究されてきたが、両者は閉じた社会では

なく、密接に連関して歴史展開を遂げている。これまで等閑視されてきた草原－森林の東西交渉

史に着目したものである。 

また現在のロシア、中国、モンゴルの国境地域にあたるが、古代以来、モンゴル高原・中原・

満州で興起した諸国家、支配集団の境界・辺境でもある。但し、単なる辺境ではなく、北魏を建

てた拓跋鮮卑、モンゴル帝国の核集団となる蒙兀室韋を輩出した集団を醸成した地域であり、当

地域は北東アジア史において重要な意味を持っている。 

（２）当地域の歴史叙述は、主に中国の史書を拠り所としてきた。その記録内容の重要性は疑

いないが、分量が少なく、かつ中華思想の観点から記載されたものである為、当時の社会の実態

や集団関係の動態を知る上で十分ではない。古代以来、数多現れた族集団とその内部の実態、相

互関係、周辺地域との関係性を具体的に跡付ける為には、物質資料分析に基づいた考古学的研究

手法からの歴史叙述が重要となってくる。 

（３）対象とする考古資料は、ロシアと中国、モンゴルにあり、政治情勢から長くその情報は

限られてきた。提示される諸文化の内容は、概要的なもので十分な検討が行われたとは言い難い。

また各国とも自国の研究成果に偏重する傾向が長く続いており、地域を越えて古代来の集団の

実態とその推移を具体的に明らかにしたものは極めて少ない。そして、現在求められている研究

は、基礎的だが、ロシアと中国、モンゴルの各研究機関に蓄積されている各資料を実見した上で、

中立的な立場に立ち、各文化の内容を整理し、当地域の全体像を提示することである。この点が

本研究の特色である。 

 

２．研究の目的 

本研究では、匈奴、鮮卑、柔然、突厥、ウイグルがモンゴル高原で覇を称えていた時期を対象

に、大興安嶺北部両麓の考古学的諸文化の再検討と現地発掘調査を行い、各時代における地域集

団の様相と交渉関係、各国家からの影響の在り方、また次代への継承関係がどのようなものであ

ったかを考古学的に提示する。そして、匈奴から唐代における当地域に関する史料と先行研究の

再検討を行い、考古学的様相との比較検討から、当地域の歴史展開を復元することを本研究の目

的とした。 

具体的な目的は以下の通りである 

（１）大興安嶺北部両麓の土器資料を中心とした考古学的諸文化の再検討を行う。本研究では、



土器群を主な分析対象とする。これは広域な研究対象に対して、質・量ともに分析に耐え、かつ

可塑性の高さから地域伝統の把握と地域間関係を捉えうる資料だからである。また当地域では、

他の考古遺物に対する検討を実践する上でも不可欠な広域の土器編年すら存在しないことが大

きな問題であり、その確立が急務だったためである。 

（２）また特に資料が乏しいモンゴル東部地域では、発掘調査と踏査を実施し、資料増加を図

り、当地域の様相を明確化する。以上の検討から、各時期・通時的な地域間関係を明らかとする。

また広域編年の構築を行う。 

（３）匈奴から唐代における当地域に関する史料の分析を実施し、上記の研究で得られた考古

学的様相と比較検討を行い、当地域の総合的な歴史展開の復元を目指した。 

 

３．研究の方法 

上記の目的達成の為に実施した研究は、以下の通りである。 

（１）資料分析：主に土器を分析対象とした。匈奴以降、ウイグル可汗国期併行の各文化の資料

を検討対象とした。ロシア、中国、モンゴルの各研究機関に所蔵されている資料を対象とし、現

地に赴き、分析を行った。分析の手順は以下の通りとした。１.資料は膨大にある為、まず良好

な資料の纏まりのある遺跡を選定し、施文技術を含む文様や成形技法、胎土の製作を含む器形等

の諸属性を観察し、各文化・地域の土器群の構成を明らかとする。２．各期で同様の分析を行い、

各地域での土器の変遷過程と土器製作技術の系統関係を把握する。３．地域間での技術伝統を比

較し、結果、得られた地域間の共通性と差異を土器製作技術における情報伝播の多寡を反映した

ものと見做し、通時的な地域間関係を把握する。 

（２）モンゴル東部での発掘調査・踏査：モンゴル東部のオルズ川流域で調査を行った。オルズ

川流域の調査は、文字通り皆無であった。遺跡分布調査と発掘調査によって、当流域の古代から

中世までの各時期の特徴を把握することにした。発掘調査を実施したのは、匈奴の製鉄遺跡であ

るズーン・ウリーン・アダグ遺跡とウイグル可汗国期にあたるシャルツ・オール１遺跡とした。 

（３）史料検討：匈奴～唐代にかけての当地域に関する史書の記述・先行研究を纏め、データベ

ースを作成するとともに再検討を行う。史料からみた当地域の展開を検討する。 

以上、考古学的諸文化の再検討し、内在する時系列的な地域伝統と地域間を繋ぐ関係性を紐解

き、史料背景を加味しながら、同地域の歴史的展開を復元する。あわせて同地域の広域編年の提

示を行う。 

 

４．研究成果 

（１）資料分析：研究計画に従い、ロシア連邦では、アムール州博物館、ブラゴベシェンスク教

育大学で、中国では、内蒙古博物院を中心とした呼和浩特周辺の各機関で資料分析を行った。ま

た国内では東京大学が戦前に行った当該地域資料を有していたため、その資料調査を行った。ロ

シア連邦のザバイカル州、中国内蒙古自治区のハイラル高原における関連資料の分析を計画し

ていたが、世界的な新型コロナウイルスの蔓延の為、現地に渡航しての資料分析はできなかった。



その代替策として、公刊物として公表されている資料を渉猟し、分析を加えた。 

結果、紀元前後～9 世紀代の大興安嶺北部両麓地域における諸文化の土器編年の基礎を示し、

それぞれの地域における各時代の地域的特徴と通時的系統性、隣接地域との交渉関係に関する

見通しを提示することが出来た。特に大興安嶺西部地域では、拓跋鮮卑の資料特徴を把握し、こ

れらが室韋に続く可能性を見いだし、また 8 世紀代に大興安嶺北部両麓で交渉関係の高まりが

指摘できたことは非常に大きな成果といえる。 

（２）モンゴル東部での発掘調査・踏査：オルズ川流域の現地調査を中心に実施した。新石器時

代から 8世紀代の 10 数遺跡を新規発見することが出来た。同流域は文字通りこれまで調査され

ていない地域であったため、非常に重要な成果であった。発掘調査では、匈奴時代の製鉄遺跡で

あるズーン・ウリーン・アダグ遺跡、当初唐代併行と考えられたシャルツ・オール 1遺跡の発掘

調査を実施した。ズーン・ウリーン・アダグ遺跡では、４基の製鉄址を発見できた。その構造は

モンゴル高原中央部の匈奴に典型的なものであり、匈奴の東端である当該地域までその勢力が

きっちりと及んでいることが明らかとなった。また製鉄址に近接した円形の作業場ないし住居

を確認した。製鉄炉と作業空間の関係を明らかな例は、本例が初めてであり、非常に重要な成果

を挙げることが出来た。 

シャルツ・オール１遺跡の調査では、中央基壇を中心に発掘調査を進めた。出土した瓦の特徴

から、ウイグル可汗国期前半であることが明らかになった。中央基壇の構造を解明するとともに、

城壁との位置関係も把握し、その設計についても推定復元することができた。遺跡は、唐尺を利

用した唐の技術による建築であるものの、東正面をする構造であり、中原の技術を移入するもの

の、草原的嗜好も取り入れていることが判明した。（１）の成果を加味しながら、同地域の室韋

を抑える為の地方官衙であり、室韋から大興安嶺東部地域に居住する靺鞨への交通路を抑える

ための機能も担っているものと想定できた。 

発掘調査を継続し、同遺跡の詳細を把握する予定であったが、世界的な新型コロナウイルスの

蔓延の為、現地に渡航しての調査は中断せざるを得なくなった。 

（３）漢代併行、唐代併行を中心にモンゴル東部地域の史書の記載と研究史を渉猟し、モンゴ

ル東部地域の歴史的位置及び、上記のシャルツ・オール１遺跡の史書から見た位置付けを検討し

た。前者については、一定度の成果を挙げ、当該地域を起源とする拓跋鮮卑の南下、代国、北魏

建国は神話に過ぎないのではないか、という説を提示することができた。後者については、史書

に記載された施設との同定にいたることは無かった。おそらくは史書に記載されるものではな

かったものと考えられる。この点からもウイグル可汗国と併行する唐の直接設置機関ではなか

ったろうと推測された。 

世界的な新型コロナウイルスの蔓延により、現地調査の中断があったものの、本研究は先行研

究にない、非常に多くの成果を挙げることが出来ている。上記の通り、考古諸文化の再検討で一

定の成果を挙げたが、未だ見通しの段階である。今後、資料分析の質・量をより充実させ、地域

毎に資料の詳細を整理し、内在する時系列的な地域伝統と地域間を繋ぐ関係性を紐解き、歴史背

景を加味しながら、地域集団の動向と地域間関係の推移を復元する必要がある。また、現地発掘



調査・踏査でも非常に多くの成果を挙げた。今後も継続的な調査によって全容を解明することが

望ましい。しかしながら、当面は、シャルツ・オール 1遺跡に集中する。シャルツ・オール 1遺

跡は小型とはいえ、全容を把握するための調査となれば、2遺跡を併行させた発掘調査の実施は、

経費・時間ともに困難である。同遺跡の調査によって得られる内容は、瓦製作技術復元や、瓦当

編年の確立、唐とウイグル可汗国との間にある技術移入の様相復元、城郭の機能、外敵室韋との

関係、更に東方森林世界との関係と、多岐に渡り、当地域研究の核となる。発掘調査する遺跡は

限定するが、調査内容や比較対象は広がり、必要な調査体制や日数等を見直したところ、本研究

よりも経費がかかることが判明したことから、基盤研究（A）に申請、採択されたため、本研究

計画は途中辞退するが、本研究内容は発展させて以後継続していくこととした。 
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